
地方研修先である広島の保護観察所を訪問した際の様子。

東京・昭島市にあるUNAFEIの外観。法務省所管の組
織を移した国際法務総合センター内に建てられている。

東京にある法務
資料室を見学。
ほかに最高裁判
所などの視察も
行う。

課題別研修中
のグループワー
クでは、与えられ
たテーマについ
て参加者同士
で積極的に意見
を交わし合う。

高
官
セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
国
の
所
属
機
関

で
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
幹
部
や
幹

部
候
補
生
が
参
加
す
る
た
め
、
刑
事
司

法
に
関
す
る
政
策
課
題
に
ど
の
よ
う
に

立
ち
向
か
い
、
政
策
を
立
案
し
て
い
く

か
と
い
う
点
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
こ

の
四
つ
の
研
修
の
中
で
も
汚
職
問
題
を

取
り
上
げ
る
汚
職
対
策
研
修
は
参
加
希

望
国
が
多
く
、
各
国
の
関
心
の
高
さ
を

感
じ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
汚
職
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
」
と
、

U
N
A
F
E
I
で
教
官
を
務
め
る
森

川
武
嗣
さ
ん
は
実
情
を
語
る
。

　
こ
れ
ら
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
参
加
者
に
よ
る
各
国
の
犯
罪

情
勢
や
刑
事
司
法
制
度
の
発
表
、
国
内

外
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
、
刑
事
司
法

関
係
機
関
の
見
学
を
含
む
地
方
視
察
、

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
刑
事
司
法
の
職
務
経
歴
が
あ
る
日
本

人
の
教
官
や
事
務
官
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
と
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
現
場
で

の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
治
安
が
い
い
国
の
人
た
ち
ば
か
り
が

参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

ど
う
し
て
日
本
の
治
安
が
い
い
の
か
を
、

実
際
に
滞
在
す
る
な
か
で
体
感
し
て
も

ら
う
こ
と
も
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て

参
加
者
総
数
は

約
6
0
0
0
人

　
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
の
整
備
を

は
じ
め
、
犯
罪
者
に
対
し
て
適
切
な
刑

罰
を
科
し
た
り
更
生
に
導
い
た
り
す
る

の
が
刑
事
司
法
の
役
割
だ
。
し
か
し
、

途
上
国
の
中
に
は
治
安
が
悪
く
、
汚
職

や
贈
収
賄
の
横
行
に
よ
っ
て
刑
事
司
法

が
ほ
と
ん
ど
成
り
立
た
な
い
地
域
が
い

ま
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え

よ
う
と
国
連
と
日
本
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
機
関
が
、
国
連
ア
ジ
ア
極
東
犯
罪

防
止
研
修
所
（
以
下
、
U
N
A
F
E
I

／
ユ
ナ
フ
ェ
イ
）
だ
。

　
U
N
A
F
E
I
は
J
I
C
A
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
途
上
国
の
警
察
官
、

裁
判
官
、
検
察
官
、
刑
務
所
職
員
、
保

護
観
察
官
と
い
っ
た
刑
事
司
法
に
関
す

る
仕
事
に
就
く
職
員
に
向
け
た
5
〜
6

週
間
に
わ
た
る
課
題
別
研
修
の
実
施
を

担
っ
て
い
る
。
日
本
や
諸
外
国
の
専
門

家
か
ら
刑
事
司
法
に
お
け
る
知
見
を
学

び
、
そ
れ
を
母
国
で
生
か
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
だ
。
研
修
は
1
9
6
2

年
に
初
め
て
開
催
し
て
か
ら
計

2
0
0
回
ほ
ど
実
施
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
参
加
国
は
1
3
9
か
国
、

同
窓
生
は
の
べ
6
0
0
0
人
に
上
る
。

　
研
修
は
、
春
に
行
わ
れ
る
刑
事
司
法

（
捜
査
、訴
追
、裁
判
お
よ
び
国
際
協
力
）

研
修
と
秋
に
行
わ
れ
る
犯
罪
者
処
遇

（
矯
正
保
護
）
研
修
、
犯
罪
防
止
お
よ

び
刑
事
司
法
（
高
官
セ
ミ
ナ
ー
）
研
修
、

汚
職
対
策
（
刑
事
司
法
）
研
修
の
四
つ
。

UNAFEI 教官
森川武嗣（もりかわ・たけし）さん
2019年からUNAFEIで教官を務める。「研修に参加
していた人が自分の国に戻ったあとに実績を積ん
で、今度は刑事司法の専門家として研修に招かれ
ることもあり、感慨深いです」。

（UNAFEI）
United Nations Asia and Far-East Institute for the 
Prevention of Crime and the Treatment of Offenders
の頭文字を取ってUNAFEI、またはアジ研と呼ばれる。1962
年に設立された、アジア諸国の犯罪防止と犯罪者の処遇につ
いて協議するための国際研修機関。国連と日本政府によって
運営されており、本部は東京・昭島市にある。

国連アジア極東犯罪防止研修所

い
ま
す
」。

刑
事
司
法
に
お
け
る

縁
の
下
の
力
持
ち

　
J
I
C
A
は
、
各
国
が
一
堂
に
会

し
て
行
う
研
修
以
外
に
、
刑
事
司
法
分

野
に
お
け
る
日
本
の
知
見
を
得
た
い
と

い
う
要
請
の
あ
っ
た
国
に
対
し
て
技
術

協
力
を
行
う
際
に
も
、
U
N
A
F
E
I

と
力
を
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

ベ
ト
ナ
ム
や
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
へ
の
刑
事
司
法
分
野
の
協
力

を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
国
別
に

組
み
立
て
る
研
修
で
は
、
テ
ー
マ
や
参

加
者
の
数
、
期
間
な
ど
は
各
地
域
が
持

つ
刑
事
司
法
の
課
題
に
基
づ
い
て
調
整

を
行
い
決
め
て
い
く
。
U
N
A
F
E
I

の
職
員
が
要
請
の
あ
っ
た
国
に
出
向
い

て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、

逆
に
日
本
に
招
い
て
施
設
の
視
察
等
を

行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
ほ
か
に
も
、U
N
A
F
E
I
は
2
0
2
0

年
4
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会

議＊

に
も
積
極
的
に
企
画
・
運
営
に
参
加

し
て
お
り
、
再
犯
防
止
を
テ
ー
マ
と
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
予
定
だ
。

「
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
橋

や
水
道
を
造
る
と
い
う
わ
か
り
や
す
い

国
際
協
力
の
形
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
刑
事
司
法
に
お

け
る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
役
立
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
胸

を
張
る
森
川
さ
ん
。
長
い
時
間
を
か
け
て

培
っ
て
き
た
U
N
A
F
E
I
の
活
動
が
、

刑
事
司
法
の
明
日
を
つ
く
っ
て
い
る
。

2019年1～2月に実施された犯罪防止および刑事
司法（高官セミナー）研修の様子。ドミニカ共和国、
ラオス、タイなど日本を含む17か国の刑事司法関
係者が集まった。

2017年からタ
イ法務省が開
催するカンボジ
ア、ラオス、ミャ
ンマー、ベトナ
ムに対する犯
罪者の社会内
処遇に関する
セミナーに協力
してきた。

カンボジアにて刑
事司法関係者と
話し合うUNAFE I
の職員。日本で
の研修だけでなく
直接海外に出向
くこともある。

犯罪を防ぐために
知恵を出し合う！

学びが
たくさんあります！

現地に行ってこそ
わかることも
あります

日本国内で行われる研修

海外で行う技術協力

＊第１４回国連犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス）。p.6を参照。

基本的人権の実現
一人ひとりが輝ける世界

特集

刑事司法を日本で学ぶ

世界各国の
犯罪防止に貢献

アジア太平洋地域やアフリカ諸国などの途上国で
警察官、裁判官、検察官といった人々が集まり、

日本や諸外国の刑事司法の仕組みについて学ぶ研修機関が日本にある。

1 権利を守る法や制度を作る Case1
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